
「ともだち」をテーマに話しました
令和７年９月１８日（木）、集会日課として生み出した２０分間

を使い、全校集会（校長講話）を行いました。今回は、オンライン
で「ともだち」をテーマに話しました。
「１０歳の壁（９歳の壁）」という言葉を聞かれたことはあります

か。個人差はありますが、１０歳前後（中・高学年頃）になると、脳
は幼児の脳から「学習する脳」へ変化し、自己理解が高まり、自
分の能力などを自覚するようになります。そして、それを他者と比
較し、優越感から批判したり、劣等感からねたんだりして、友達関
係を崩すことがあります。（時にはいじめに発展することもありま
す）また、この時期は、他の理由からも友達関係に悩む子供は少
なくありません。
そこで、子供たちに「どんな人ともうまく付き合える力を身に付けてほしい」と願い、次のような話をしました。
＊子供のうちは友達も必要だけど、「友達をつくろうとする行い」が大事。人とどうやってつながっていくか
（どうやって一緒に過ごすのか）について工夫することが大事。学校はそれを学ぶところ、将来社会に出
て楽しく生きていくための練習の場である。

＊心（脳）の変化を知り、友達に対して優越感から批判したり、劣等感からねたんだりすることなく、「心に
線を引きながら」（自律）接することが大事。

＊人付き合いで大切なことは、相手に不愉快（嫌）な思いをさせないこと。「みんな仲良く」でなくてもよい、
「友達になれそうにないと思う人とも傷つけ合わずに穏やかな関係を築く」ことが大事。

＊友達の数の多さは関係の豊かさを示すものではない。大事なのは、お互いを高め合う（向上心でつなが
っている）関係の友達（＝最高の友達）をもっているかである。

人は、生涯に約３万人と出会うと言われています。小・中学校で友達と積極的に関わり、失敗しながらも人
付き合いの練習を積み、その経験を将来社会に出て生かしてほしいと思います。

第１回全校タイピング大会開催
令和７年９月１７日（水）、１９日（金）の２日間、「第１回全校タ

イピング大会」を行いました。これは、タイピングサイト「寿司打」
を使って、ローマ字タイピングの速さと正確さを競う大会です。１７
日（水）は２４人、１９日（金）は１７人の子供たちが参加し、挑み
ました。
毎週木曜日の朝自習に、ローマ字タイピング練習を行っていま

すので、これまでの練習の成果を発揮しようと子供たちは真剣な
表情で臨んでいました。成績上位者は、全校集会で紹介し表彰
する予定です。来月も実施予定ですので、また多くの子供の挑戦
を待っています。
熱中症の心配や雨で外で遊べない昼休みが続いた中、教職

員の発案で始まったこのユニークな大会に、多くの子供が参加し
たことを嬉しく思います。今後、もっと盛り上がり、タイピングスキルがどんどん上達し、２年後に開始する全国
学力・学習状況調査（全学調）のコンピューターベースのテスト（ CBT ）に備えたいと思っています。
※タイピング練習は、全学調などのテストにおいて、タイピングスキル不足が原因で本来の能力が発揮でき
ないことがないように、今年度から全学年で始めています。

「子育て」一口メモ
「自己中心性は、精神的未熟さの証拠」 幼児教育家 はやし浩司

相手の心の中に、一度入って、相手の立場で考える。これを心理学の世界でも、「共鳴性」という。それが
できる人を、人格の完成度の高い人という。そうない人を、低い人という。学歴や地位とは、関係ない。ない
ばかりか、かえってそういう人ほど、人格の完成度が低い人が多い。そのためにも、まず親のあなたが、自分
の自己中心性と戦い、子供に、その見本を見せるようにする。
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